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【評価意見】 

本研究では、2 個の反磁性のWポリ酸に挟まれた 3 個のVO2+骨格からなる三角スピ

ンが低温高磁場パルス下でスピンフラストーレション現象を示すことを見いだし、そ

の磁気的性質の解明を行った。同種の 2 個のWポリ酸を配位子とする新規菱形スピン

ポリ酸[M4(H2O)2(XW9O34)2]n+ (M= Cu2+, Ni2+, Co2+; X = P, As, Si, Ge) の合成に成

功しており、M４骨格に基づく量子ヒステリシスの磁気構造の解明、また、六角状の 6
個の磁性イオンCu2+, Mn2+を持つ六角スピンポリ酸の合成を行い、これらのポリ酸が

示す量子ヒステリシスの磁気的解明を含めて単分子磁石として機能することを明ら

かにしている。これらの三角、四角、六角スピンポリ酸の合成とスピン状態の解析で

は、十分な成果が得られている。また、[Mo7O24]6-, [Mo8O26]4-の光照射でMo142, 
Mo150, Mo120骨格からなる新規Moナノリングが得られることを見いだし、中間種と推

定されるオープンリングの構造解析を行い、ナノリング生成過程に関して重要な知見

を提出しているが、building blockの同定には至らなかった。 
一方、遷移金属イオンの代わりに希土類イオンを用いたポリ酸でも量子ヒステリシ

ス分子磁性体となることを見いだしているが、その量子力学的解釈には至っておら

ず、物性物理を専門とする理論分野の研究者との共同研究が必要と判断される。 
 


